
ナットを用いないねじ締付け時の
座面摩擦係数測定方法の検討

内容・特徴

ねじ・ボルト締結の安全性を確保するためには、適切な締付け管理
が必要である。本研究では、ナットを用いないねじ締結体の座面摩擦
係数を測定する装置を試作し、締付け特性評価方法を検討した。 

❶ ナットを用いないねじ締結体の座面摩
擦係数が評価可能

❷ ねじ締結体の適切な締付管理が可能

従来技術に比べての優位性

予想される効果・応用分野

❶ ねじ締結の信頼性向上

❷ 安全なねじ締結工具の開発

提供できる支援方法

 共同研究

 技術相談

 オーダーメード開発支援

城東支所 櫻庭 健一郎
：

図 装置概略 図 締付けトルクの分担割合

【本研究】

一般的なボルトナット締結の締付けトルク分担割合

T：締付トルク，d2：ねじ有効径，F：締付軸力，
μs：ねじ面摩擦係数，β：摩擦角，
dw：座面投下摩擦直径，μw：座面摩擦係数，
d：ねじ呼び径，K：トルク係数
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